
安城北中学校区を対象とした、生活上

のちょっとした困りごとを解決するため

のお手伝いを目的に結成された「中部地

区お互いさまの会」のメンバーが集ま

り、現在の活動状況や、今後の活動につ

いて話し合いを行いました。 

会議では、会員それぞれが持つ地域福

祉への思いや考えについての意見を出し

あうことで、会の活動に対する熱意を感

じることができました。 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部地区お互いさまの会 

回 覧

令和４年８月発行 

    第２０４号 

▲会議の様子 

 

 

▲実際の作業の様子 

（物干しざおの高さの調整） 

中部地区社協だより 

こ も れ び 
   中部地区社会福祉協議会（中部福祉センター内） 

  （安城市新田町新栄８４－１ ☎７６－００９０／ FAX ７１－０１９０）    

 

～ お手伝いできる内容 ～ 

 ・家事支援（ゴミ出しなど）    ・作業支援（電球交換など） 

 ・外出支援（散歩の付き添いなど） ・その他（話し相手など） 

※詳細については、お気軽にご相談ください 

※内容によっては費用がかかることがあります。 

※利用できる方…安城北中学校区在住。年齢不問。 

ひとり暮らし高齢者や高齢世帯、障がいをお持ちの方。 

問い合わせ先 中部福祉センター（７６－００９０） 

また、話し合いの中では、「会の活動趣旨が必

要な人に届いていない」という課題も出てきまし

た。中部地区には高齢化率が高い地区もあり、生

活支援の必要性は増してきていると感じました。 

会の会員は専門職ではないので、できることに

限りはありますが、「地域での助け合いは重要

だ」という気持ちを強く持って活動しています。 

生活支援コーディネーターも、「中部地区お互

いさまの会」の活動が円滑に進められるように、

支援をしていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたのまちの福祉委員会 Vol.１３ ～東別所町～ 

東別所町福祉委員会では「子どもから大人まで交流できる地域づくり」を目指しており、

その取り組みの一環として、毎月第１日曜日の午前 7 時から三別子どもグラウンドでラ

ジオ体操を開催しています。子どもから大人まで毎回４０名程の方が参加されています。 

このラジオ体操は平成１４年に始まり、今年で２１年目になります。月に 1 回地域で

暮らす人たちが顔を合わすことができる機会となっており、世代間の交流にも繋がってい

ます。また、この活動の中では、じゃんけん大会や○×クイズなどの催しもあり、体を動

かすだけではなく、参加した方誰もが楽しめる企画も行われています。 

今年の６月からラジオ体操終了後、町内の公

民館でモーニングカフェ「おもてなしアントー

レ」を始めました。参加料金は大人が１００円、

子どもが無料となっており、コーヒーやジュー

スを飲んだり、トーストやゆで卵などを食べる

ことができます。準備は地区の民生委員や福祉

委員会のメンバーが当番を決めて協力して行

っています。 

ラジオ体操参加者だけでなく、近所に住む子

どもが声を掛け合って出かけて来たり、おじ

いちゃんやおばあちゃんが、お孫さんを連れ

て来たりと多世代が参加し、賑やかに交流を

楽しんでいます。参加された方からは「近所

の人とお話しながらご飯が食べられるのは

楽しい」「家族と一緒にまた来たい」といった

声が聞かれました。 

▲青空の下みんなでラジオ体操！ 

▲おもてなしアントーレ 

▲お孫さんと一緒に来ました 



延べ走行距離 料金 

０～１０ｋｍ １００円  

１１～２０ｋｍ ２００円  

２１～３０ｋｍ ３００円  

３１～４０ｋｍ ４００円  

４１～５０ｋｍ ５００円  

以降１０ｋｍごと １００円加算 

サルビア号 と 車いす貸し出します！ 

車いす移送車（サルビア号） 

中部福祉センターでは、車いす使用者

の移送に便利な車両「サルビア１号」を

貸し出しています。通院やショッピン

グ、郷里のお墓参りや行楽、旅行など、

あなたの生活に合わせてさまざまな用

途でお気軽にご利用ください。 

 

★貸出対象者★ 

①市内在住で、車いす使用者を移送 

する人 

②市内在住の車いす使用者を移送 

する、市外在住の２親等内の親族 

③市内の福祉団体及び福祉施設の 

 会員、職員等 

 

★貸出期間★ 

・同一月内で合計４日まで 

 

★費用★ 

利用距離に応じた燃料費です。 

※料金表のとおり 

≪ 料金表 ≫ 

 
サルビア号は事前に予約してくださいね！ 

お気軽にお問い合わせください♪ 

中部福祉センターでは、無料で車いす 

を貸し出しています。 

 

★貸出しの対象★ 

・市内在住で日常生活に支障があり、 

短期で車いすの利用が必要な方 

・市内の福祉関係者 

 

★貸出し期間★ 

・原則１か月以内。ただし、必要な場合には最大１か月間延長できます。 

 
軽自動車のタントです 

運転しやすいよ♪ 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、貸出しにあたっ

て体温確認等のお願い事項があります。 

車いす 



 


